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１ 現状と課題
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▶社会的背景
少子高齢化による労働力人口の減少
官民を含めた人材の奪い合い
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▶区が抱える課題
①採用希望者の減少
②中堅職員の退職の増加
③若手職員の昇任意欲の低下



社会的背景 少子高齢化による労働力人口の減少

▶令和４年（2022年）時点で約 6900 万人いる労働力人口は、年間約 50 万人ペースで減少
▶令和17年（2035 年）には約 6210 万人まで減少するなど、日本の労働力人口は急速に減少
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労働力人口の減少

人材の奪い合い
（転職市場の活性化）



課題➀ 採用希望者の減少 ※特別区全体の課題

▶特別区の採用選考（Ⅰ類）の受験者が減少している ⇒ 人材獲得競争に遅れている可能性
▶１次試験（筆記試験）の合格率は、事務職が約8割弱、他の専門職種では９割を超えている
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課題①-参考Ⅰ 公務員と民間企業のイメージ格差

☞ 民間企業は、応募の段階で業種や分野を一定選択することができ、やりたいこととのミスマッチが少ないイメージ
☞ 給与や待遇、福利厚生等は、公務員より民間企業の方が良いイメージ
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公務員と比較して
民間企業の魅力的なところ
（上位抜粋）

（備考）マイナビ「2024年卒大学生公務員イメージ調査」

※公務員を「考えたがやめた」
「もともと考えていない」と
回答した人のみ集計

【24年度卒】
回答数：1,790名
考えたがやめた：42.4％
もともと考えていない：33.8％

【23年度卒】
回答数：2,839名
考えたがやめた：41.5％
もともと考えていない：35.8％



課題①-参考Ⅱ 公務員を諦める理由

☞ 公務員を諦めた理由の多くが、試験対策や試験のスケジュールに関すること
☞ 公務員の職場環境や仕事内容、やりがいに関する魅力が低い
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（備考）マイナビ「2024年卒大学生公務員イメージ調査」

※公務員を「考えたがやめた」と回答した人のみ集計



課題①-参考Ⅲ 採用試験の見直し

☞ 各自治体において、受験者を増加するための工夫や、人物重視の採用を試行した取組、新たな面
接方法の導入等が行われている

☞ 一方で、特別区は23区統一の制度により、各区の状況に合わせた採用ができない
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（備考）総務省「地方公務員の職員採用試験の実施方法に関する調査（令和２年度）」

赤枠
＝特別区が既に
実施している取
組

※看護師、助産
師など一部の資
格職で実施

※
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課題② 中堅職員の退職の増加

▶入区５年～１５年目の職員が退職するケースが増加
▶特に優秀な中堅職員が、転職を理由に退職するケースが増加（転職理由は、「自身のやりたい
分野が見つかった」「定期的に異動を繰り返す区では、キャリアプランを描きづらい」など）
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課題③ 若手職員の昇任意欲の低下

☞ 今年の主任昇任選考（種別A）事務系の受験率が大幅に低下
☞ 特に、受験資格を得たばかりの若手職員の受験率が大幅に低下
※「上位職は大変そう、プライベートを大事にしたい」などイメージに左右され受験を見送るケースも多い

資格 受験 受験率 Ｒ３増減 資格 受験 受験率 資格 受験 受験率
3 6 5 83.3% 1.5P 11 9 81.8% 9 8 88.9%
4 10 5 50.0% ▲21.4Ｐ 7 5 71.4% 7 7 100.0%
5 70 47 67.1% ▲14.1Ｐ 80 65 81.3% 75 54 72.0%
6 70 42 60.0% ▲11.9Ｐ 57 41 71.9% 57 38 66.7%
7 44 22 50.0% ▲4.3Ｐ 46 25 54.3% 52 27 51.9%
8 36 18 50.0% ▲11.5Ｐ 39 24 61.5% 33 16 48.5%
9 40 17 42.5% ▲2.2Ｐ 38 17 44.7% 11 2 18.2%
10 9 6 66.7% 41.7Ｐ 4 1 25.0% 1 0 0.0%
11 3 0 0.0% ̶ 1 0 0.0% 10 5 50.0%
12 1 0 0.0% ▲33.3Ｐ 9 3 33.3% 8 2 25.0%
13 8 3 37.5% ̶ 8 3 37.5% 2 0 0.0%
計 297 165 55.6% ▲8.8Ｐ 300 193 64.3% 265 159 60.0%

計 計 計
１級
在職
年数

Ｒ４年度 Ｒ３年度 Ｒ２年度
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【アンケート結果】昇任意向と昇任への不安

▶約42％の職員が主任以下の職層を希望 ※ 特に女性は、約50％の職員が主任以下を希望
▶一方、主任を受験しない理由として「自分の能力に不足を感じる」「管理監督職に指名されたくない」
などが挙がっており、将来的な管理監督職への不安感から主任の受験を避ける傾向がある
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【質問】どの職層まで昇任を希望するか

【質問】管理監督職への不安
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【アンケート結果】職員のやりがい

▶一方で、約７３％の職員は、現在の仕事にやりがいを感じている（特に管理職は８４％）
▶職員が感じている『仕事のやりがい』を、昇任意欲の向上や人材流出の防止につなげていく必要
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【質問】現在の仕事にやりがいを感じていますか

上位職の魅力
（昇任意欲の向上）

職場の魅力
（優秀な人材の流出を防ぐ）

につなげていく必要

新たな人事制度・研修体系
ワークライフバランスの推進



２ 今後の方向性
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課題に対する今後の方向性

課題 これまで 今後

【課題①】
採用希望者数の減少

▶新卒を中心とした４月一括採用

▶筆記・面接を基本とした選考方法

▷経験者採用の強化

▷通年採用の導入や、SPIによる筆記選考
の簡素化を人事委員会に要望

【課題②】
優秀な中堅職員の退職

▶定期異動を前提とした画一的な人事制度

▶年功主義（必要に応じて有能な人材を
活用できない人事制度）

▷職員のキャリアプランを後押しする人事
制度の構築

▷若い管理職の抜擢など柔軟な昇任制度や、
メリハリのある給与体系を人事委員会に
要望

【課題③】
昇任意欲の低下

▶職員がキャリアプランを考える機会が
ない

▶新任管理職に対するフォロー体制がない

▷職員のキャリアプランの実現に向けて
職員を応援する研修体系の構築

▷区管理職OBによる勉強会の実施など、新任
管理職の育成・フォロー体制の構築

13


